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巻
頭
言　

時
流
を
読
む

研
究
戦
略
室
長　

小
山　

修

が
あ
り
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
研
究
は
、
基
本
的
に
成
果
の
利
用
者
を
念
頭
に

置
い
て
行
う
応
用
科
学
・
技
術
開
発
で
す
。
ど
の
よ
う
な
道
筋

で
、
研
究
の
成
果
が
現
実
の
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
の
か
を
予

め
意
識
し
て
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
み
立
て
て
行
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
重
要
と
な
る
要
素
は
、研
究
の
ニ
ー
ズ
（
必

要
性
）
と
シ
ー
ズ
（
可
能
性
）
の
見
極
め
で
す
が
、
こ
れ
は
言

葉
で
言
う
ほ
ど
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
分
野
の

専
門
家
の
間
で
も
異
な
る
意
見
が
あ
り
、
幅
広
い
学
際
的
な
経

験
や
発
想
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
難
し
い
の
は
、
誰
が

そ
の
研
究
を
担
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
商
業
ベ
ー
ス
で
行
っ

た
方
が
効
果
的
な
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
先
進
国
で
は

す
で
に
農
業
研
究
投
資
の
多
く
の
割
合
が
民
間
部
門
で
担
わ
れ

て
い
ま
す
。
公
的
機
関
、
民
間
機
関
そ
れ
ぞ
れ
に
得
手
不
得
手

が
あ
り
ま
す
し
、
研
究
を
ビ
ジ
ネ
ス
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

な
げ
る
連
携
の
仕
組
み
も
必
要
で
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
は
、
政

府
の
資
金
で
運
営
さ
れ
て
い
る
の
で
、
国
益
や
、
国
内
の
政
策

に
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
当
然
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
で
は
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て

国
内
外
の
専
門
家
と
の
間
で
研
究
方
向
に
関
す
る
意
見
交
換
の

場
を
設
け
て
い
ま
す
。
毎
年
テ
ー
マ
を
選
び
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
特
集
し
た
「
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
の
食
品
安
全
確
保
に
関
す
る
専
門
家
会
合
」
も
そ
の
よ

う
な
研
究
戦
略
の
た
め
の
情
報
収
集
の
一
環
と
し
て
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
食
品
安
全
の
確
保
と
い
う
分
野
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｒ

Ｃ
Ａ
Ｓ
の
共
同
研
究
の
主
要
対
象
で
は
な
く
、
ま
た
、
問
題
が

　

国
際
農
林
水
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
）
は
、

１
９
９
３
年
の
発
足
時
に
「
海
外
情
報
部
」
と
い
う
部
署
を
置

き
、
各
研
究
分
野
の
第
一
線
の
研
究
者
を
揃
え
て
、
対
象
地
域

や
研
究
分
野
の
情
報
収
集
・
分
析
を
行
う
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

小
さ
な
組
織
と
予
算
で
、
開
発
途
上
地
域
の
農
林
水
産
業
と
い

う
広
大
無
辺
な
対
象
を
扱
う
た
め
に
は
、
優
先
順
位
の
判
断
が

と
て
も
大
切
だ
か
ら
で
す
。
当
時
の
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
は
大
海
に

漕
ぎ
出
す
小
舟
の
よ
う
な
立
場
だ
っ
た
の
で
す
。
２
０
０
１
年

に
独
立
行
政
法
人
と
な
っ
て
運
営
の
自
主
性
が
求
め
ら
れ
る

と
、
一
層
、
戦
略
研
究
の
重
要
性
が
増
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

「
研
究
戦
略
室
」
と
い
う
組
織
が
置
か
れ
、
５
年
後
、
10
年
後

の
世
界
の
農
林
水
産
業
を
見
据
え
た
優
先
順
位
の
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。
開
発
途
上
国
だ
け
で
な
く
、
競
合
・
協
力
関
係
に

あ
る
国
際
研
究
機
関
や
先
進
国
の
類
似
機
関
の
動
向
も
重
要
な

情
報
で
す
。
ま
た
、
研
究
だ
け
で
な
く
、
国
際
的
な
開
発
目
標

や
農
林
水
産
業
の
発
展
方
向
に
つ
い
て
も
把
握
し
て
お
く
必
要

複
雑
で
関
係
機
関
も
広
範
に
わ
た
る
た
め
、
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の

立
ち
位
置
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
生
産
・

加
工
の
高
度
化
、
貿
易
・
流
通
の
複
雑
化
に
よ
っ
て
、
様
々
な

問
題
が
生
じ
、
公
的
研
究
の
重
要
性
を
増
し
て
い
る
分
野
で
す
。

所
得
水
準
の
向
上
や
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
深
化
に
よ
っ

て
、
開
発
途
上
地
域
の
農
業
は
、
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
日
本
や
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
研
究
が
ど
の
よ
う

な
位
置
を
占
め
、
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
行
う
べ
き
な
の
か
を
日

常
的
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

古
来
、
物
事
を
成
し
遂
げ
る
の
に
重
要
な
の
は
、
天
の
時
、

地
の
利
、
人
の
和
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
関
係
者
の
意

見
を
聴
き
な
が
ら
自
ら
の
居
場
所
と
役
割
を
見
極
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
現
代
の
よ
う
な
変
化
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
時
流

を
読
む
と
い
う
こ
と
が
特
に
重
要
で
す
。
過
去
を
踏
ま
え
、
周

囲
の
変
化
を
把
握
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
が
将
来
の
進
む
べ
き

方
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
一
方
で
、

研
究
活
動
に
は
地
道
な
継
続
的
な
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
10
年
、
20
年
間
日
の
目
を
見
な
い
研

究
が
、
あ
る
日
突
然
、
世
間
の
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
時
流
を
読
む
こ
と
と
、
流
行
を
追
い
か
け
る
こ
と
と
は
異

な
り
ま
す
。
時
々
の
表
面
的
な
動
静
に
右
往
左
往
し
て
い
て
は
、

真
に
時
流
を
読
む
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
科
学
に
根

ざ
し
た
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
得
る
た
め
に
は
、
時
流
に
流
さ

れ
な
い
落
ち
着
い
た
視
点
が
何
よ
り
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
に
、
研
究
戦
略
室
は
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
戦
略
的

分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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２
０
１
４
年
８
月
４
日
、
５
日
の
両
日
、

標
記
の
会
議
が
つ
く
ば
の
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
国

際
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
に

は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
農
業
研
究
機
関
協

議
会
（
Ａ
Ｐ
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｉ
）、
国
際
連
合
食
糧

農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）、
国
際
農
業
研
究
協

議
グ
ル
ー
プ
（
Ｃ
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｒ
）
等
の
国
際
機

関
の
他
、
台
湾
、
イ
ン
ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

パ
キ
ス
タ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、

タ
イ
、日
本
の
代
表
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
発
途
上
地
域
の
多
く
で
は
、
食
品
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
の
社
会
的
生
産
基
盤
や

専
門
家
が
不
足
し
て
お
り
、
国
際
間
の
協
力

や
情
報
交
換
、
人
材
育
成
へ
の
取
組
み
も
十

分
と
は
い
え
な
い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、

こ
の
よ
う
な
会
議
を
活
用
し
て
、
各
国
の
取

組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
国
際
機
関
が

中
心
と
な
っ
て
地
域
間
の
協
力
を
進
め
て
い

く
こ
と
は
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

開
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｒ

Ｃ
Ａ
Ｓ
岩
永
勝
理
事
長
及
び
Ａ
Ｐ
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｉ

のJ. K
. K
arihaloo

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か

ら
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、
農
林
水
産
省
農
林

水
産
技
術
会
議
事
務
局　

遠
藤
彰
国
際
研
究

課
長
か
ら
開
会
の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
以
下
の
５
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
か

ら
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
情
勢
報
告
、
意
見

交
換
、
重
要
事
項
に
関
す
る
と
り
ま
と
め
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
で
は
、
３
名
の
基
調
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
イ
ン
ド
科
学

産
業
研
究
局
科
学
産
業
研
究
委
員
会
のV

. 
Prakash

博
士
か
ら
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

に
お
け
る
食
料
保
障
と
安
全
に
関
し
て
講
演

が
あ
り
、
伝
統
的
知
見
に
加
え
て
科
学
的
知

見
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
、
科
学
の
果
た
す

役
割
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
食
品

分
析
セ
ン
タ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
一
色
賢
司
博

士
が
講
演
さ
れ
、
リ
ス
ク
分
析
に
は
、
リ
ス

ク
評
価
、
リ
ス
ク
管
理
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
て
取
り
組

む
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
た
他
、
様
々
な
危
害

要
因
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

Ｆ
Ａ
Ｏ
上
級
食
品
安
全
と
栄
養
オ
フ
ィ
サ
ー

S. Sarren

博
士
か
ら
、
地
域
の
食
品
安
全

へ
の
取
組
み
強
化
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
で
は
、
イ
ン
ド
、
日
本
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ス
リ
ラ
ン
カ
、
台
湾
、
タ
イ
の
代
表
か
ら
各

国
の
食
品
安
全
へ
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
各
国
に
お
い
て
食
品

安
全
確
保
の
た
め
に
、
様
々
な
危
険
性
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
、
現
状
に
即
し
た
規

制
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況
な
ど
に

関
し
て
報
告
が
あ
り
、
国
際
機
関

を
中
心
と
し
て
各
国
の
連
携
も
不

可
欠
で
あ
る
主
旨
の
意
見
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

第
２
日
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅲ
で
は
、

重
要
な
一
次
産
業
分
野
に
お
け
る

科
学
的
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
国
際
畜
産
研
究
所
（
Ｉ

Ｌ
Ｒ
Ｉ
）
蒔
田
浩
平
博
士
か
ら
は
、

動
物
性
の
食
品
に
関
連
し
た
食
品

安
全
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
世
界
野
菜
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｖ
Ｒ

Ｄ
Ｃ
）A

. L. A
cedo

博
士
か
ら
は
、

技
術
革
新
に
よ
っ
て
野
菜
の
持
つ

健
康
増
進
や
貧
困
軽
減
へ
の
役
割

が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
国
際
と
う
も
ろ
こ
し
・

小
麦
改
良
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｍ

Ｙ
Ｔ
）P. K

. Singh
博
士
か
ら
は
、

カ
ビ
毒
生
産
菌
に
抵
抗
性
を
持
つ
小
麦
や
と

う
も
ろ
こ
し
の
育
種
に
関
す
る
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅳ
で
は
、
国
際
的
な
連
携
に

Ａ
Ｐ
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｉ‒

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ  

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に

お
け
る
食
品
安
全
に
関
す
る
専
門
家
会
議

プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　
　

齋
藤　

昌
義 

開会セッションの様子
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仕
事
が
重
要
で
あ
る
。

• 

伝
統
食
品
を
科
学
的
に
評
価
す
る
こ
と
、

伝
統
食
品
資
源
を
分
類
整
理
す
る
こ
と

が
、
伝
統
食
品
の
標
準
化
を
進
め
る
上
で

重
要
で
あ
る
。

• 

企
業
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
が
、
さ
ら
に

政
府
や
国
際
機
関
の
責
任
と
し
て
、
食
品

に
対
す
る
消
費
者
の
信
用
を
構
築
す
る
努

力
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

し
て
お
り
、
各
国
単
独
で
解
決
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
国
際
的
な
連
携
を
基

盤
と
し
て
取
組
ん
で
い
く
必
要
性
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
優
先
し
て
取
組
む
事
項

と
し
て
、以
下
の
よ
う
な
内
容
が
確
認
さ
れ
、

提
言
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

• 

各
国
に
お
い
て
は
国
内
の
食
品
、
輸
出
用

食
品
の
両
者
の
基
準
が
不
可
欠
で
あ
り
、

地
域
の
食
品
安
全
の
指
標
を
明
確
に
す
る

関
す
る
取
組
み
の
紹
介
と
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
イ
ン
ド
食
品
安
全
基
準
管
理
局

M
. Singh

博
士
か
ら
は
、
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
委

員
会
の
役
割
と
各
国
の
協
調
に
つ
い
て
、
国

際
半
乾
燥
熱
帯
作
物
研
究
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｓ

Ａ
Ｔ
）K

. K
. Sharm

a

博
士
か
ら
は
、
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
食
品
の
安
全
に
つ
い

て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ

Ａ
Ｓ
中
原
和
彦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
か

ら
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ

Ａ
Ｓ
が
取
組
ん
で

い
る
地
域
食
料
資

源
の
高
度
利
用
に

関
す
る
研
究
と
、

ア
ジ
ア
に
お
け
る

食
品
研
究
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
活
動
に

つ
い
て
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
終
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
お
い
て
は
、

ま
ず
参
加
者
全
員

が
食
品
安
全
に
関

す
る
重
要
事
項
に

関
し
て
意
見
を
述

べ
、
そ
れ
を
と
り

ま
と
め
る
形
で
議

論
の
集
約
を
進
め

ま
し
た
。
食
品
安

全
は
、
食
料
保
障

や
栄
養
保
障
の
問

題
と
も
深
く
関
係

• 

食
品
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
リ
ス
ク
管
理
に

お
い
て
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
デ
ー
タ

を
蓄
積
し
活
用
す
る
こ
と
で
、
客
観
的
な

判
断
が
可
能
と
な
る
。

• 

食
品
へ
の
新
た
な
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た

め
、地
域
の
分
析
機
関
の
役
割
は
大
き
く
、

各
国
の
情
報
共
有
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
迅
速
な
分
析
手
法
の
開
発
、
共
有

を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。

• 

技
術
開
発
や
研
究
の
成
果
を
加
工
食
品
の

製
造
や
市
場
で
の
管
理
等
に
役
立
て
る
よ

う
取
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
整
理
を
通
じ
て
、
試
験
研

究
機
関
の
役
割
の
重
要
性
も
明
確
に
な
り
ま

し
た
。
研
究
機
関
に
対
し
て
は
、
食
品
の
特

性
や
加
工
工
程
で
の
変
化
等
に
関
し
て
科
学

的
デ
ー
タ
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
政
策
や
基

準
作
成
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
に
お
い
て
も
、
食
品

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
現
在
推
進
し
て

い
る
食
料
資
源
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
取

組
み
、
特
に
食
品
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
た
食
品
の
分
析
手
法
や
品
質
の
標
準
化

に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
大
き
な
役
割
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

セッションⅡにおけるディスカッションの様子

会議参加者
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食
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
各

国
政
府
の
重
要
な
任
務
で
す
。
食
料
調
達
に

関
す
る
全
て
の
関
係
者
も
、
食
品
の
安
全
性

確
保
に
貢
献
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
食
料

の
一
次
生
産
の
場
で
あ
る
農
場
や
漁
場
か
ら

消
費
の
場
で
あ
る
食
卓
ま
で
、
科
学
に
基
づ

い
た
食
品
安
全
対
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
食
品
の
安
全
性
に
関
係
す
る
情
報

は
、
消
費
者
、
食
品
事
業
者
を
含
む
様
々
な

関
係
者
と
共
有
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

１
９
８
０
年
代
か
ら
の
世
界
規
模
で
の
食

品
安
全
問
題
の
表
面
化
は
、
牛
海
綿
状
脳
症

Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
に
象
徴
さ
れ
ま
す
。
各
国
政
府

へ
の
信
頼
を
低
下
さ
せ
ま
し
た
。
多
く
の
国

で
は
、
混
乱
の
中
か
ら
食
品
安
全
規
制
の
枠

組
み
の
再
編
へ
と
動
き
が
生
じ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
科
学
的
に
リ
ス
ク
を
評
価
し
、

そ
の
評
価
に
基
づ
い
て
適
切
な
リ
ス
ク
管
理

措
置
を
と
り
、
リ
ス
ク
評
価
も
管
理
も
国
民

と
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

リ
ス
ク
分
析
手
法
の
有
効
性
が
国
際
的
に
認

め
ら
ま
し
た
。
も
う
一
つ
の
食
品
の
安
全
性

確
保
の
基
本
原
理
は
、
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
・

ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
常
に
農
場
か
ら
食
卓
ま

で
の
各
段
階
に
お
い
て
、
食
品
安
全
を
念
頭

に
置
い
た
誠
実
な
食
品
の
取
り
扱
い
を
行
い
、

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
方
式
で
安
全
性
を
確
保
す
る

手
法
で
す
。
食
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
リ
ス
ク
分
析
と
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
・

ア
プ
ロ
ー
チ
を
同
時
に
両
立
さ
せ
て
行
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

今
日
も
、
私
た
ち
は
食
品
の
安
全
性
に

は
複
雑
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
食
品

安
全
性
（Food safety

）、
食
料
安
全
保

障
（Food security

）
と
食
品
攻
撃
防
御

（Food defense

）
の
３
つ
を
同
時
に
考
え
て

行
く
こ
と
が
、
残
念
な
が
ら
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
食
品
を
媒
介
と
す
る
テ
ロ
対
策
に

は
、
人
間
同
士
の
信
頼
感
の
問
題
が
含
ま
れ

ま
す
。
日
本
で
は
、
冷
凍
食
品
に
殺
虫
剤
の

意
図
的
な
添
加
が
行
わ
れ
た
事
件
が
２
回
起

こ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
輸
入
さ
れ
た
も
の
で

し
た
。
も
う
一
つ
は
国
内
産
で
し
た
。
こ
れ

ら
は
犯
罪
で
す
。
食
品
工
場
に
お
け
る
犯
罪

防
止
、さ
ら
に
は
農
場
か
ら
食
卓
ま
で
の
フ
ー

ド
チ
ェ
ー
ン
の
清
浄
性
確
保
は
人
類
共
通
の

課
題
で
す
。

　

食
品
衛
生
（Food hygiene
）
は
、
食
品

安
全
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
で
す
。
国
連

のCodex

食
品
規
格
委
員
会
で
は
「
食
品
衛

生
の
一
般
原
則
」
を
採
択
し
、
各
国
に
生
産
、

加
工
、
流
通
、
消
費
さ
れ
る
食
品
の
安
全
性

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
勧
告
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
食
品
衛
生
法
は
、
以
下
の
条
文
に
お

い
て
、
食
品
の
リ
ス
ク
か
ら
消
費
者
を
保
護

す
る
手
段
を
明
示
し
て
い
ま
す
。
第
五
条【
清

潔
衛
生
の
原
則
】、
第
六
条
【
不
衛
生
食
品
等

の
販
売
の
禁
止
】、
第
七
条
【
新
開
発
食
品
の

販
売
の
禁
止
】、
第
九
条
【
病
肉
等
の
販
売
等

の
禁
止
】、
第
十
条
【
添
加
物
等
の
販
売
等
の

制
限
】、
第
十
一
条
【
食
品
等
の
規
格
及
び
基

準
】

　

食
品
安
全
に
暗
い
影
を
落
と
す
死
者
を
伴

う
重
度
の
食
中
毒
の
発
生
は
、
主
に
先
進
国

か
ら
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
悪
質
な
原
因
物

質
に
は
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
Ｏ
１
５
７
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で

は
２
０
１
２
年
に
、
Ｏ
１
５
７
に
汚
染
さ
れ

た
浅
漬
け
を
食
べ
た
こ
と
に
よ
っ
て
８
名
が

命
を
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
の
日
本
で
は
、

医
師
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
と
報
告
し

た
患
者
数
は
毎
年
１
０
，０
０
０
人
を
超
え

て
い
ま
す
。
食
中
毒
と
し
て
公
式
に
認
定

さ
れ
て
い
な
い
数
多
く
の
被
害
者
も
い
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
食
品
安
全
上
の
リ
ス
ク
の

顕
在
化
も
要
注
意
で
す
。
２
０
１
１

年
に
は
、
ド
イ
ツ
を
中
心
に
病
原
大

腸
菌
Ｏ
１
０
４
に
よ
っ
て
４
０
０
０

人
以
上
の
患
者
と
54
人
も
の
死
者
を

報
告
さ
れ
た
食
中
毒
が
発
生
し
ま
し

た
。
原
因
食
品
は
、
ハ
ー
ブ
モ
ヤ
シ

で
し
た
。
同
年
に
日
本
で
は
、
病
原

大
腸
菌
Ｏ
１
１
１
に
よ
っ
て
汚
染
さ

れ
た
牛
肉
料
理
「
ユ
ッ
ケ
」
を
生
で

食
べ
た
後
、
５
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
感
染
性
病
原
体
は
、
少
量

の
摂
取
で
食
べ
た
人
を
発
症
さ
せ
、
死
に
至

ら
し
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
食

中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
、誰
も
が
フ
ー
ド
チ
ェ
ー

ン
の
清
潔
性
や
透
明
性
の
維
持
に
貢
献
す
べ

き
で
す
。
各
人
が
、
ま
ず
基
本
的
な
認
識
と

し
て
私
達
の
傍
に
病
原
体
が
存
在
す
る
こ
と

を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
り
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
感
染
性
食
中
毒
対
策
と

し
て
も
重
要
で
す
。
生
活
の
知
恵
と
し
て
、

知
識
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

食
品
の
安
全
性
確
保
と
関
連
事
項一

般
財
団
法
人
日
本
食
品
分
析
セ
ン
タ
ー　

一
色　

賢
司

食品の安全性確保の概念図

(
 

( ) ( ) 

 
3  
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ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
け
る
食
品
安
全
専
門
家
会
合

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
農
業
研
究
機
関
協
議
会
（
Ａ
Ｐ
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｉ
）
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

D
r. Jaw

ahir L. K
arihaloo

必
要
な
行
動
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
合
は
食
品
安
全
に
関
す
る
も
の
で
す

が
、
食
品
安
全
は
食
料
安
全
保
障
、
栄
養
安
全

保
障
お
よ
び
持
続
性
と
密
に
関
連
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
関
連
性
は
、
今
後
の
食
料
展
望
に
総

合
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
合
の
結
果
、
以
下
の
９
項
目
に
つ
い
て

提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ⅰ 

政
策
・
基
準

ⅱ 

伝
統
食
品

ⅲ 

利
害
関
係
者
の
関
与

ⅳ 

食
料
管
理
制
度
（
リ
ス
ク
管
理
の
側
面
）

ⅴ 

研
究
所

ⅵ 

研
究
開
発

ⅶ  

農
業
生
産
の
現
場
に
お
け
る
農
業
生
産
工

程
管
理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）

ⅷ 

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品

ⅸ 

そ
の
他

　

さ
ら
に
、
国
内
の
所
轄
官
庁
間
の
連
携
強

化
、
情
報
共
有
の
た
め
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
、
食
品
お
よ
び
飼
料
に
関
す
る
早
期
警
告

シ
ス
テ
ム
、
資
源
の
共
有
な
ど
に
関
す
る
提
案

を
含
め
、
国
レ
ベ
ル
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
協
力

分
野
が
特
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
非
包
装

食
品
の
安
全
を
強
化
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
、
地
域
レ
ベ
ル
で
協
力
す
る
重
要
分
野
の
一

つ
に
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
は
、
東
南
ア
ジ
ア
、
南

ア
ジ
ア
、
南
西
ア
ジ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア
、
東
ア

ジ
ア
、
太
平
洋
諸
島
の
41
ヶ
国
か
ら
成
り
、
農

産
物
の
巨
大
な
生
産
地
域
で
あ
る
と
と
も
に
消

費
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
に

は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
農
産
物
輸
入
国

も
存
在
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
地
域
内
の
住

民
の
健
康
、
あ
る
い
は
国
際
取
引
に
お
け
る
農

産
物
の
受
け
入
れ
と
い
う
観
点
か
ら
、
食
品
の

安
全
確
保
は
こ
の
地
域
に
お
け
る
重
要
な
課
題

で
す
。

　

安
全
性
が
危
惧
さ
れ
る
食
品
の
リ
ス
ク
を
軽

減
す
る
た
め
に
は
、
生
産
地
か
ら
食
卓
ま
で
の

フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
通
じ
た
汚
染
を
防
止

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
汚
染
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
集
約
的
に
生
産
さ
れ
た
作
物
や
家
畜
の
生

産
手
法
や
、
農
薬
、
抗
生
物
質
、
家
畜
の
成
長

促
進
ホ
ル
モ
ン
の
使
用
な
ど
に
よ
り
、
食
品
に

よ
る
健
康
リ
ス
ク
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
有
機
農
法
、
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
、

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
食
品
添
加
物
、
さ
ら
に

は
混
合
食
品
な
ど
の
新
し
い
手
法
を
使
う
こ
と

に
よ
る
新
た
な
課
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
市

場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
、
生
鮮
食
品
、
加

工
品
の
国
際
取
引
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
で
、

食
品
由
来
の
病
気
が
拡
大
す
る
リ
ス
ク
も
高

ま
っ
て
お
り
、
食
品
安
全
を
管
轄
す
る
当
局
の

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

で
は
食
品
由
来
の
病
気
が
多
発
し
て
お
り
、
近

年
で
は
、
イ
ン
ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、

パ
キ
ス
タ
ン
、ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い
て
コ
レ
ラ
、

炭
疽
症
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
、
鎖
球
菌
症
が
大
規
模

に
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
２
０
１
４
年
初
め
に

は
、
日
本
で
数
百
人
の
子
供
が
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス

の
食
品
汚
染
が
原
因
と
思
わ
れ
る
症
状
を
発
症

し
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
農
業
研
究
機
関
協
議

会
（
Ａ
Ｐ
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｉ
）
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

諸
国
の
国
立
農
業
研
究
シ
ス
テ
ム
（
Ｎ
Ａ
Ｒ

Ｓ
）
の
連
合
体
で
あ
り
、
地
域
間
、
組
織
間
、

お
よ
び
国
際
的
な
連
携
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
発
展
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
Ｃ
Ｇ
セ
ン
タ
ー
、
大
学
、
民

間
の
種
子
業
界
を
含
む
55
の
組
織
が
Ａ
Ｐ
Ａ

Ａ
Ｒ
Ｉ
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｐ
Ａ
Ａ
Ｒ

Ｉ
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
す

な
わ
ち
農
業
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る

ア
ジ
ア
太
平
洋
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
Ａ
Ｐ
Ｃ
ｏ

Ａ
Ｂ
）
は
、
農
業
生
産
者
と
消
費
者
双
方
の
反

映
を
目
的
と
し
た
中
立
的
機
関
で
あ
り
、
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
に

関
す
る
政
策
課
題
に
つ
い
て
討
議
す
る
と
と
も

に
、
食
の
安
全
に
関
す
る
住
民
の
認
知
度
を
高

め
、
農
産
物
の
生
産
性
と
品
質
の
向
上
の
た
め

の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
有
益
な
応
用
を
担

う
人
材
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
研
究
開
発
に
関
わ
る
政
策
立
案
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
に
お
い
て
、
加
盟
国
な
ら
び
に

他
の
利
害
関
係
者
に
対
す
る
支
援
の
一
環
と
し

て
、
Ａ
Ｐ
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｉ
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
と
共

同
で
２
０
１
４
年
８
月
４
〜
５
日
に
茨
城
県
つ

く
ば
市
の
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
に
お
い
て
ア
ジ
ア
太

平
洋
に
お
け
る
食
品
安
全
専
門
家
会
合
を
開
催

し
ま
し
た
。
会
合
の
目
的
は
、
食
品
安
全
に
関

す
る
科
学
技
術
と
規
制
の
最
近
の
動
向
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
、食
品
安
全
対
策
実
施
の
面
で
、

国
別
の
差
を
明
確
に
し
、
地
域
協
力
・
準
地
域

支
援
の
た
め
の
優
先
順
位
を
設
定
す
る
こ
と
で

し
た
。

　

本
会
合
に
は
９
ヶ
国
か
ら
23
名
の
政
策
立
案

者
な
ら
び
に
国
家
農
業
研
究
シ
ス
テ
ム
、
Ｃ
Ｇ

お
よ
び
大
学
の
専
門
家
が
出
席
し
ま
し
た
。
食

品
安
全
の
研
究
や
管
理
に
関
す
る
世
界
の
状
況

と
国
別
の
状
況
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
、
地

域
の
食
品
安
全
に
関
わ
る
問
題
と
そ
の
解
決
に
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毎
年
世
界
で
は
20
億
症
例
の
下
痢
が
発

生
し
、
５
歳
以
下
の
子
供
70
万
人
も
の
命

が
こ
れ
に
よ
り
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
動
物

由
来
食
品
は
重
要
な
栄
養
源
で
す
が
、
同

時
に
こ
の
よ
う
な
下
痢
症
や
、
ま
た
結
核

や
ブ
ル
セ
ラ
病
と
い
っ
た
下
痢
を
起
こ
さ

な
い
人
獣
共
通
感
染
症
の
主
要
な
感
染
源

で
も
あ
り
ま
す
。

　

発
展
途
上
国
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
食
品

が
適
切
な
衛
生
管
理
が
行
き
届
か
な
い
非

正
規
市
場
を
介
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
非
正
規
市

場
は
貧
し
い
人
々
に
購
買
可
能
な
食
糧
を

供
給
し
、
小
規
模
農
民
お
よ
び
流
通
網
（
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
イ
ン
）
で
働
く
人
々
の
貴
重

な
収
入
を
も
た
ら
す
の
で
、
経
済
学
的
に

重
要
な
の
で
す
。

　

２
０
０
８
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
国
際
家
畜
研
究
所
（International 

Livestock Research Institute 

（ILRI

））

に
よ
るSafe food, fair food

研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
参
加
型
リ
ス
ク
ア
ナ
リ
シ

ス
と
呼
ば
れ
る
手
法
が
、
サ
ハ
ラ
以
南
ア

フ
リ
カ
８
か
国
で
実
施
さ
れ
た
24
課
題
の

研
究
を
通
し
て
、
小
規
模
農
民
の
市
場
参

加
を
確
保
し
つ
つ
、
非
正
規
市
場
で
販
売

さ
れ
る
食
品
の
衛
生
を
向
上
さ
せ
る
の
に

効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
リ
ス
ク
ア
ナ
リ
シ
ス
で
は
、
食
品
喫

食
に
よ
る
病
原
体
へ
の
暴
露
の
程
度
、
文

化
的
・
伝
統
的
リ
ス
ク
低
減
行
動
、
政
府

や
食
品
会
社
な
ど
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
ま
た
小
規
模
農
民
な
ら
び
に
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
イ
ン
で
働
く
人
々
へ
の
教
育

に
、
参
加
型
手
法
（
写
真
）
が
用
い
ら
れ

ま
す
。
参
加
型
手
法
は
デ
ー
タ
が
少
な
い

国
々
で
も
リ
ス
ク
の
大
き
さ
を
定
量
化
し
、

適
切
な
政
策
を
提
言
す
る
の
に
大
い
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。
本
研
究
は
２
０
１
２
年

に
第
二
フ
ェ
ー
ズ
が
開
始
さ
れ
、
現
在
も

進
行
中
で
す
。

　

こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
ア
ジ
ア
に
も
拡
大

し
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
小
規
模
農

民
が
生
産
し
た
豚
肉
の
消
費
に
よ
る
感
染

症
の
リ
ス
ク
ア
ナ
リ
シ
ス
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
研
究
で
は
、
リ
ス
ク
評
価
に

経
済
分
析
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
イ
ン
で
働
く
人
々
が
自
ら
進

ん
で
衛
生
向
上
を
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
模
索
し
て
い
ま
す
。
参
加
型
リ
ス

動
物
由
来
食
品
の
食
品
衛
生
問
題
と
関
連
分
野
の
科
学
の
進
展

International Livestock Research Institute 

／
酪
農
学
園
大
学
獣
医
学
群
獣
医
疫
学　

蒔
田　

浩
平

International Livestock Research Institute 　

D
elia Grace

ク
ア
ナ
リ
シ
ス
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
と
ア
フ

リ
カ
に
お
け
る
動
物
由
来
食
品
衛
生
と
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
イ
ン
で
働
く
人
々
の
生
計
の

向
上
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

ガーナの牛乳流通業者がマッチ棒を用いて、地面に書いた地図の上で牛乳の流通を
定量的に表しているところ

（safe food、fair foodプロジェクト（ILRI））
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食
品
加
工
や
流
通
の
シ
ス
テ
ム
が
発
達

し
た
現
代
で
さ
え
も
、
地
域
の
食
料
資
源

（
地
場
産
の
穀
類
、
在
来
の
野
菜
、
果
実
、

動
物
、
昆
虫
、
伝
統
発
酵
食
品
な
ど
）
は
、

多
く
の
国
・
地
域
で
日
常
の
食
事
に
お
い

て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
地
域

食
料
資
源
は
、
本
格
的
な
農
業
に
よ
り
生

産
さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
、
小
規
模
農
園

や
庭
先
で
作
ら
れ
た
り
し
て
い
る
も
の
も

あ
り
、
自
然
界
か
ら
採
集
・
捕
獲
・
収
集

さ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
固
有
の
発
酵
食

品
、
独
特
な
伝
統
的
加
工
食
品
は
、
遠
く

の
地
域
ま
で
流
通
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
商
工
業
ベ
ー
ス
に
の
っ
て
い
な
い

多
く
の
地
域
食
料
資
源
が
世
界
に
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
科

学
的
情
報
は
十
分
に
蓄
積
さ
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
一
方
、
近
年
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ

Ａ
Ｓ
と
タ
イ
、
中
国
と
の
共
同
研
究
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
地
域
食
料
資
源
が
生
理
機

能
性
成
分
や
有
用
微
生
物
な
ど
を
含
む
可

能
性
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
食

品
加
工
の
新
技
術
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
つ
く
ば
の
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
本
所
で
開

催
さ
れ
た
「
Ａ
Ｐ
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｉ‒

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ

Ｓ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
食
品
安

全
に
関
す
る
専
門
家
会
議
」
で
は
、
Ｊ
Ｉ

Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
で
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ア
ジ
ア
地
域
食
料
資
源

の
高
度
利
用
」（
食
料
資
源
プ
ロ
）
の
内
容

と
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
元
で
形
成
さ
れ

た
「
ア
ジ
ア
食
料
資
源
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。
食
料
資
源
プ
ロ
の
主
要
な
研
究
成
果

と
し
て
は
、
以
下
の
３
つ
に
つ
い
て
簡
潔

に
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
①
イ
ン
ド
シ
ナ

各
国
で
作
ら
れ
て
い
る
淡
水
魚
の
発
酵
食

品
の
発
酵
微
生
物
に
つ
い
て
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

網
羅
的
に
解
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
製
品

の
特
長
に
対
応
し
た
微
生
物
種
の
違
い
や

発
酵
途
中
で
の
微
生
物
の
変
化
な
ど
の
解

明
（
タ
イ
、
ラ
オ
ス
と
の
共
同
研
究
）。
②

中
国
式
の
豆
腐
を
製
造
す
る
た
め
の
新
規

か
つ
効
率
的
な
凝
固
剤
の
開
発
（
中
国
と

の
共
同
研
究
）
③
も
ち
米
に
含
ま
れ
る
水

溶
性
多
糖
の
特
性
解
明
（
タ
イ
と
の
共
同

研
究
）。
一
方
、「
ア
ジ
ア
地
域
食
料
資
源

研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
構
築
と
活
動
に

つ
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
背
景
、
ア

ジ
ア
各
国
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
機
関
、

２
０
１
３
年
の
バ
ン
コ
ク
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
共
同
宣
言
に
基
づ
く
地
域
（
在
来
）
食

料
資
源
の
効
率
的
利
用
の
た
め
の
共
同
研

究
、
特
に
食
品
加
工
技
術
と
伝
統
的
な
食

料
資
源
の
生
理
機
能
性
に
関
す
る
主
要
な

問
題
に
つ
い
て
の
知
識
の
共
有
の
た
め
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
や
年
次
会
合
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
活
動
の
一
つ
の
柱
で
あ
る
ア
ジ
ア
の
い

ろ
い
ろ
な
地
域
食
料
資
源
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
が
一
部
公
開
さ
れ
て
お
り
、
他
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
も
順
次
公
開
さ
れ
て

い
く
予
定
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
地
域
食
料
資
源
す
な
わ
ち

特
定
の
地
域
で
生
産
・
消
費
さ
れ
て
い
る

食
品
（
主
に
き
ち
ん
と
包
装
さ
れ
て
い
な

い
食
品
）
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
な
安
全

性
の
基
準
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
過

去
に
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
在
来
野
菜
が
十

分
な
前
処
理
を
し
な
い
ま
ま
、
健
康
食
品

の
原
料
と
し
て
使
わ
れ
、
知
ら
な
い
う
ち

に
特
定
の
成
分
を
高
濃
度
で
摂
取
し
た
こ

と
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
健
康
被
害
が

発
生
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
本
会
議
の

最
終
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
、
多
く
の

参
加
者
か
ら
地
域
食
品
の
重
要
性
と
基
準

の
未
整
備
が
問
題
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
、
取
り
ま
と
め
の
中
で
は
、「
伝
統
食
品

を
科
学
的
に
評
価
し
、
こ
れ
ら
を
分
類
整

理
す
る
こ
と
」
お
よ
び
「
地
域
の
食
品
安

全
の
指
標
を
明
確
に
し
、
安
全
性
の
向
上

ア
ジ
ア
地
域
食
料
資
源
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

食
品
の
安
全
性
評
価

生
物
資
源
・
利
用
領
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー　

中
原　

和
彦

に
向
け
た
体
制
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
の
結
論
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｉ

Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
が
実
施
し
て
い
る
食
料
資
源
プ

ロ
や
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
も
、

本
会
議
の
議
題
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る

部
分
が
あ
り
、
共
同
研
究
機
関
を
は
じ
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○JIRCAS職員、日本熱帯農業学会奨励賞受賞

　JIRCAS熱帯・島嶼研究拠点の香西直子研究員は、日本熱帯農
業学会奨励賞を受賞し、平成26年３月27日に開催された授賞
式で、賞状と記念品が贈られました。
　香西研究員は、不適温度条件下におけるモモとドリアンの生
殖生理について、組織形態学的観察を中心に研究を行い、現地
で問題となっている結実不良の要因解明に取り組んできまし
た。研究成果は、今後の熱帯高地におけるモモなどの落葉果樹
栽培や熱帯低地でのドリアンの生産安定に重要な指針を与える
ものとして高く評価されました。

○平成26年度（第41回）日立環境財団「環境賞」

　環境大臣賞・優秀賞受賞

　JIRCASの生産環境・畜産領域の飛田哲領域長と、総合地球環
境学研究所　田中樹准教授、首都大学東京　伊ケ崎健大助教、
京都大学大学院地球環境学堂　真常仁志准教授のグループは、
「風による土壌浸食の抑制と収量向上を両立させる砂漠化対処
技術」により、第41回「環境賞」の環境大臣賞・優秀賞を受賞
し、６月11日に都内で表彰式が開催されました。

○ ラオス国立農林研究所（National Agriculture and Forestry Research Institute）の開所

15周年式典開催：インドシナ農山村プロジェクトへ感謝状贈呈

　2014年４月９～10日に、ラオス国立農林研究所（National 
Agriculture and Forestry Research Institute、NAFRI）の開
所15周年式典が、同研究所において開催されました。JIRCASは、
2011年より研究プログラムＣの旗艦プロジェクト｢インドシナ農山
村プロジェクト｣をNAFRIの協力のもとに立ち上げ、農業・林業・畜

産業・水産業を包含す
る学際的総合研究活動
が行われています。式
典では、これまでの上
記プロジェクトを通じ
たJIRCASの研究活動に
対し、NAFRI所長のDr. 
Bounthong Bouahomから安藤プロジェクトリーダーに感謝状が贈
呈されました。
　また、会場内に設けられたJIRCAS展示ブースに、同国農林大臣
Vilayvan Phomke氏と科学技術庁長官Borviengkham Vongdala
氏が訪れ、プロジェクトの研究内容についてラオス側研究者より説
明を受けました。

JIRCASの動き

奨励賞を受賞した香西直子研究員（右）と
日本熱帯農学会会長　弦間　洋 氏

NAFRI 所長 Dr. Bounthong Bouahom よ
り感謝状を贈呈された安藤益夫プロジェクト
リーダー

JIRCAS ブースを訪問されたラオス農林大臣 
Vilayvan Phomke 氏（右から 2人目）と科
学技術庁長官 Borviengkham Vongdala 博士
（同3人目）、および研究内容を説明するラオス
側研究者（右）

優秀賞の盾（田畑一作による彫像）を持つ飛田領
域長（写真中央）。写真左は環境大臣賞の盾（銅製）
を持つ伊ケ崎助教（首都大学東京）、写真右が田中
教授（総合地球環境学研究所）
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○エチオピア連邦民主共和国農業大臣がJIRCASを訪問

　平成26年５月30日（金）にテフェラ・エチオピア農業大
臣、フィツム・エチオピア投資庁長官他関係者が、JIRCASを
視察されました。
　理事の挨拶のあと、JIRCASの概要紹介、アフリカにおける
気候変動研究及び稲作研究について紹介しました。研究概要紹
介では、予定時間をオーバーして意見交換が行われました。

○平成26年度一般公開（つくば）

　平成26年４月18日（金）～19日（土）に、一般公開を開催
し、研究担当者による研究内容を紹介するポスター展示、熱帯果実
の試食、熱帯果樹レプリカ展示、エビ実験施設の見学、電子顕微鏡
を用いた実験体験、世界の民族衣装の試着、ハイビスカス・パイ
ナップルの苗配布、ミニ講演会の他、クイズ大会等を行いました。
ミニ講演会では、１８日に３テーマの講演を行い、講演後には皆さ
んから質問が出されていました。研究活動を紹介するパネル展示

は、プログラムごとの展示内容に改め、研究者の説明を熱心に聞かれる来場者が多く見受けられました。
　来年も来場される皆様に楽しんでいただきながら、当センターの活動内容を知っていただけるような楽しい企画
を考えたいと思います。またのご来場をお待ちしております。

○2014ウィメン・イン・ビジネス・サミットで講演

　平成26年５月27日（火）に東京ANAインターコンチネンタルホテルにおいて、USJC-ACCJウィメン・イ
ン・ビジネス・サミットが開催され、JIRCASのマーシー・ワ
イルダー主任研究員が出席しました。
　本サミットでは、日本における様々な女性団体のネットワー
クを構築し、互いに協力して日本で働く女性の地位向上のため
に声をひとつにすることを目的として、セミナー、ディスカッ
ション、講演が行われ、開会式では、ケネディ駐日米国大使及
び安倍内閣総理大臣による基調講演がありました。
　マーシー・ワイルダー主任研究員は、STEM（科学、テクノ
ロジー、エンジニアリング、数学）分野の女性セッションで、
山崎直子氏（宇宙飛行士）、伊藤さやか氏（ダウ・ケミカル日
本株式会社）、レベッカK.グリーン氏（イー・アール・エム日
本株式会社）とともに活発なディスカッションを行いました。

JIRCASの動き

エチオピアの皆さんと JIRCASの対応者

「STEM分野の女性」セッションの様子（左から レベッ
カ K. グリーン氏、伊藤さやか氏、マーシー・ワイル
ダー氏、山崎直子氏）

ポスターを見ながら研究内容を紹介

世界の民族衣装の試着ミニ講演会の様子 羽の付いた種子がクルクル回って落ちます



○バイオマスエキスポ2014出展

　平成26年６月18日（木）～20日（金）に東京ビッグサイト
において、スマートコミュニティJAPAN2014が開催され、
JIRCASは、「バイオマスエキスポ」に出展しました。
　バイオマスエキスポフォーラム2014では、19日（木）14：
40からJIRCASの小杉昭彦プロジェクトリーダーが、「東南アジ
アのバイオマス資源の変換技術開発とその産業化への取組」と題し
て講演を行い、立ち見が出るなど多くの情報発信を行いました。
　また、IHI環境エンジニアリングとの共同研究についても展示致
しました。

○熱帯・島嶼研究拠点一般公開（沖縄県石垣市）

　平成26年６月29日（日）、JIRCAS熱
帯・島嶼研究拠点（石垣市）において、
「熱研一般公開」を開催しました。当日
は絶好の天候に恵まれ、来場者数は806
名（大人577名、小学生以下の子供229
名）を数えました。今年度は、恒例となっ
た熱帯果樹、水稲、サトウキビ、マメ科
作物、西アフリカ伝統作物等の展示、農
作業機の展示、ミニ講演会等に加えて、
JIRACS全体の研究説明のパネル展示、民
族衣装の試着や熱研クイズ大会、バナメイ
エビの展示などを実施し、皆さんに喜んで

いただきました。また、パイナップルや黒糖の試食、スタンプラリー、花摘みなどのイベントも大いに楽しんでい
ただきました。

○技術提携に関するプレスリリース

　JIRCASと株式会社IHI環境エンジニアリングは、
「パームプランテーション事業における環境対策技術の
開発」に関する共同研究の契約を締結し、関連する処理
技術の共同研究を経て、新技術開発の目途を得たので、
今後は、株式会社IHIの協力を得て、事業化の検討に入る
こととなりました。

JIRCASの動き
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小杉昭彦プロジェクトリーダーによる講演の模様

IHI 環境エンジニアリングとの共同研究などの展示

熱帯・島嶼研究拠点一般公開の様子


